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ために、長期調査を行い一次資料の収集に務めた。期間は、2013 年 7 月〜2016 年 4 月、2016
年 4 月〜5 月、2016 年 11 月〜12 月、2018 年 1 月〜2 月にネパールの首都カトマンドゥのネワ








 ひとつめのネワールのフィールドワークは、主に 2 つのカースト・グループとの関係のなか
で進められている。一つは、カトマンドゥ旧市街上町に位置する K 区農民カースト、そして、
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共同研究 Ethno-Indology シリーズの、Handling Death、Getting Marriaged、Growing Up の文献学
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する儀礼執行集団（Nw. guṭ hi）や父系親族（Nw. phuki）が大きな役割を果たしている点を明
らかにし、地域集団に根ざした地縁、親族集団にもとづく血縁、そしてカースト関係が伝統的
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0. 1. 問題設定  
0. 2. 理論的背景  
0. 2. 1. 宗教人類学における成人儀礼研究の概観 
0. 2. 2. 人類学的ジェンダー研究における儀礼研究の概観 
0. 2. 3. 仏教学における成人儀礼研究の概観 
0. 2. 4. 仏教学における教義研究の概観 
0. 3. 民族誌的背景  
0. 3. 1. 南アジアにおけるネパールの概要 
0. 3. 2. ネパールにおけるネワール社会の概要 
0. 3. 2. 1. ネワールに関する研究 
0. 3. 2. 2. 民族 
0. 3. 2. 3. カースト 
0. 3. 3. 南アジア、ネパール、ネワール社会における女性と少女 
0. 4. 本研究の枠組み  
0. 5. 研究方法 
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0. 5. 1. フィールドワーク 
0. 5. 2. 文献研究 
0. 6. 本論の構成 
 
第一部 ネパ ルーにおける「宗教」概念の動向 
 
第一章 「近代仏教運動」とは 
1. 1. 南アジアにおける「近代仏教運動」 
1. 2. 思想家たちのゆるやかなつながり  
1. 2. 1. ダルマパーラ、ナーラース、アンベードカル  
1. 2. 2. 思想、合理性、科学 
1. 2. 3. 新たなコミュニティーの創生  
1. 3. 小括  
 
第二章  現代ネパールのダルマ（宗教）をめぐる展開   
2. 1. ダルマとその政治的変遷  
2. 2. 1. ヒンドゥー専制政治の終焉と 62 年憲法〈1950－1990〉 
2. 2. 2. 第一次民主化運動と 90 年憲法、内戦から王政廃止〈1990－2008〉 
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2. 2. 3. ネパール大震災後の混乱と 2015 年新憲法〈2008－2017〉 
2. 3. 小括 
 
第三章  ネパールの仏教と「近代仏教運動」 
3. 1. 歴史的背景  
3. 1. 1. 僧の妻帯化からジャートの発生 
3. 1. 2. カーストの秩序化と人びと 
3. 2. ネパールの仏教徒  
3. 2. 1. 国勢調査データとその問題 
3. 2. 2. マハーヤーナ、ヴァジュラヤーナ、テーラヴァーダ  
3. 3.  ネパールにおける「近代仏教運動」 
3. 3. 1. 《テーラヴァーダ》の 2 つのながれ 
3. 3. 2. 民主化運動と男性僧侶：政治性を孕む《テーラヴァーダ》 
3. 3. 2. 1. ダルマパーラとの接触から民主化運動へ 
3. 3. 2. 2. ヒンドゥー批判としての仏教 
3. 3. 2. 3. 自文化への疑問 
3. 3. 3. フェミニスト運動と尼僧：ビクニサンガ復興運動 
3. 3. 4. 座学にはじまる女子教育 
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3. 4. 仏教をめぐる葛藤のなかのダルマニラペクシャ 
3. 4. 1. ダルマニラペクシャ（dharmanirapekṣ a）とは  
3. 4. 2. 仏教誌『アーナンダ・ブーミ』概要 
3. 4. 2. 1. 刊行の背景 
3. 4. 2. 2. アムリターナンダ比丘 
3. 4. 3. ダルマニラペクシャの展開〈70〜90 年代〉 
3. 4. 4. 意味の多様化 
3. 4. 5. ネワール社会における葛藤  
3. 4. 5. 1. マハーヤーナ対《テーラヴァーダ》の軋轢 
3. 4. 5. 2. ネワール仏教の再構築 
3. 5. 小括  
 
第四章  ビクニによるダルマの再解釈「教養としてのダルマ」 
4. 1.  ネパールにおける《テーラヴァーダ》と尼僧  
4. 2.  ビクニによる正典の読み直し／読み替え  
4. 2. 1. フェミニズム運動と正典の読み直し  
4. 2. 2. ダンマワティ尼僧 
4. 2. 2. 1. サーキャディターとビクニサンガ復興運動 
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4. 2. 2. 2. サーキャディター・ネパール支部の活動 
4. 2. 2. 3. 出家の制度化 
4. 2. 3. 日常生活を円滑にする「教養としてのダルマ」  
4. 2. 4. 子供の教育と儀礼：リシニ・プラブラジャーの導入 
4. 3. 小括  
 
第二部 儀礼分析：ネワ ルーの事例 
 
第五章 ネワールの信仰形態 
5. 1. ネワール略史 
5. 1. 1. 古代〜中世 
5. 1. 2. 近世〜現代 
5. 1. 3. 現代ネパール社会にみるネワール 
5. 2. ネワール社会における儀礼と親族：社会学的概観  
5. 2. 1. 家族、親族関係 
5. 2. 2. カースト間関係 
5. 2. 3.  宗教と祭司 
5. 2. 4. 女性の生活世界について 
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第六章 伝統的儀礼の社会性〔事例研究〕 
6. 1. バルチャレー祭  
6. 1. 1.  調査地概要：立地と社会集団 
6. 1. 1. 1. ガネデョー・グティ 
6. 1. 1. 2. ムワラジャー・グティ 
6. 1. 1. 3. 葬送グティ（シー・グティとサナー・グティ） 
6. 1. 1. 4. ナーサ・プージャー・グティ 
6. 1. 1. 5. ディグデョー・グティ 
6. 2.  祭りの内容 
6. 2. 1. 祭りの名称と目的 
6. 2. 1. 1. 祭りのながれ 
6. 2. 1. 2. 参加義務と罰金 
6. 2. 1. 3. 婚出女性の住まいへの巡行 
6. 2. 1. 4. 米飯の共食 
6. 3.  祭りにおける社会範疇  
6. 3. 1. 慣習的区画（twāḥ ） 
6. 3. 2. 儀礼執行集団（guṭ hi）  
博士論文・要約 
人間科学専攻 工藤 さくら 
 - 18 - 
6. 3. 3. 親族集団（dewāli と phuki） 
6. 4. 小括：地縁・血縁・カースト 
 
第七章 女性と人生儀礼 
7. 1.  儀礼書に基づく人生儀礼 
7. 1. 1. ダシャカルマに基づく人生儀礼 
7. 1. 2. 「３度の結婚」とその社会的意味 
7. 1. 3. 葬送方法にみる少女の位置づけ 
7. 2.  セクシュアリティー、カースト、ジェンダ  ー  
7. 2. 1. 通過儀礼的説明と第一／第二の結婚 
7. 2. 2. カンニャー女神からクマーリー女神へ 
7. 2. 3. 先行研究における問題点 
7. 3.  山地ヒンドゥーのグファ・バスネ（入窟儀礼）との対比  
7. 3. 1. 生理の観念：不浄（cipa）と不触（moju） 
7. 3. 2. 出血の思想と生き神クマーリー女神 
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8. 1.  初潮儀礼：バーラ・タエグ（bārha tayegu）  
8. 1. 1. バーラ・タエグの逐語的意味と歴史的背景 
8. 2.  儀礼の内容    
8. 2. 1. 初潮の前兆と認識、空間の準備・連絡 
8. 2. 2. けがれの観念と浄化、行為・食事の規制 
8. 2. 3. 儀礼を守護するバーラ・キャーの民話と邪視 
8. 2. 4. 子供であることと大人であること： 
 石遊び（チャーガチャ・ブヒユー）と顔パック（クォ）の象徴性  
8. 2. 5. 母方親族の役割  
8. 2. 6. 「太陽との結婚」とシンドゥール 
8. 2. 7. ブェ（儀礼食・宴会）と親族からの贈与  
8. 3. 教育と民族言語 
8. 4.  小括：不浄と困難の共有  
 
第九章 初潮儀礼から出家儀礼へ：社会的上昇としての儀礼〔事例研究〕 
9. 1.  出家儀礼：リシニ・プラブラジャー（ṛṣiṇī pravrajyā） 
9. 1. 1. 調査地概要 
9. 1. 2. リシニ・プラブラジャーの逐語的意味と歴史的背景  
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9. 2.  儀礼の内容  
9. 2. 1. 1 日目：道徳教育の重要性 
9. 2. 2. 2 日目：布施の施与 
9. 2. 3. 参加者・ボランティア女性・尼僧の認識の違い  
9. 2. 4. 菩提心がない子供への教育 
9. 2. 5. 参加者と尼僧のやりとりから   
9. 2. 6. ネパール大震災後の変化 
9. 2. 7. 「わたしは慣習を知らない」尼僧の立場 
9. 2. 8. 勉強する（読む）ことと言語を学ぶこと 
9. 3. 出版物から見るリシニ・プラブラジャーの位置づけ 
9. 3. 1. 尼僧院の活動とリシニ・プラブラジャ  ー  
9. 3. 2. 教本の内容の変化 
9. 4.  参加者名簿の分析  
9. 4. 1. 参加者名簿の概要 
9. 4. 2. 総合的な結果 
9. 4. 3. 行われる月・曜日について  
9. 4. 4. カースト分類の分析 
9. 4. 4. 1. シュレスタ  
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9. 4. 4. 2. カドギ 
9. 4. 5.  儀礼の終了と宴会（bhwe） 
9. 4. 6.  参加者の様々なケース 
 １）浄カーストと不浄カーストのインターカースト 
 ２）浄カーストと浄カーストのインターカースト 
 ３）三女のみリシニ・プラブラジャ  ー
 ４）一人っ子はかわいそう 
 ５）短時間で済む、だから良い 




9. 5.  小括：先行研究における指摘をふまえ  
 
終章 人生儀礼への志向：「学位（degree）」としての儀礼  
10. 1.  総括 
10. 1. 1. 第一部の要約  
10. 1. 2. 第二部の要約  
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10. 2. 考察  
10. 2. 1. 人生儀礼の代替からみえること  
10. 2. 2. 「学位（degree）」としての儀礼  
10. 2. 3. 三つの課題について  
10. 2. 4. 大きな「問い」について  
10. 3. 本論文の意義と展望 
10. 3. 1. 民族誌的貢献  
10. 3. 2. 理論的貢献  
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年間行事・儀礼表  
リシニ・プラブラジャー参加者名簿 
 
